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テンプレートについて
このファイルは，日本哲学会web論集『哲学の門：大学院生研究論集』に投稿するためのWord用テンプレートです．このテンプレートにはタイトルや本文，文献表，それぞれの書式が設定されており，書式を崩さずに執筆することで投稿規定に沿った形式で執筆できます．

テンプレートの書式
このテンプレートは，文字サイズ10.5ポイント，1行34字×35行に設定しています．フォントは，日本語：游明朝，英数字：Times New Romanと設定しています．

テンプレートの使用方法
ボックス内に「題目」，「小節」，「論考本体」，「引用」，「文献表」がありますので，執筆に必要なスタイルを適宜選択してください．

注釈について
注は、各ページに脚注で付してください。文末脚注から変更になりましたのでご注意ください。書誌情報は，文献表にまとめてください．例
（1）これらの三説に対するバウムガルテンの評価に関しては増山[2015] pp. 41–49を参照のこと。

文献表について
文献は論文の最後に記載してください．
例
Johnson, R. N, 2003, “Internal Reasons: Reply to Brady, van Roojen and Gert.”, The Philosophical Quarterly 53, 573-580.
日本哲学会発行，2019，『哲学69号』，知泉書館．

以上，本テンプレートの説明を終わります．


1


“NŠw‚Ì–å�F‘åŠw‰@�¶Œ¤‹†˜_�W


 


1


 


 


ƒ^ƒCƒgƒ‹


 


�Š‘®


 


–¼‘O


 


?


�Ì—pŒã‹L“ü


‰Ó�Š


 


 


ƒeƒ“ƒvƒŒ�[ƒg‚É‚Â‚¢‚Ä


 


‚±‚Ìƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í


�C


“ú–{“NŠw‰ï


web


˜_�W�w“NŠw‚Ì–å�F‘åŠw‰@�¶Œ¤‹†˜_�W�x


‚É


“Š�e


‚·‚é


‚½‚ß


‚Ì


Word


—pƒeƒ“ƒvƒŒ�[ƒg‚Å‚·


�D


‚±‚Ìƒeƒ“ƒvƒŒ�[ƒg‚É‚Í


ƒ^ƒCƒgƒ‹


‚â–{•¶


�C


•¶Œ£•\


�C


‚»‚ê‚¼‚ê‚Ì


�‘Ž®‚ª�Ý’è‚³‚ê‚Ä‚¨‚è�C�‘Ž®‚ð•ö‚³


‚¸‚É


Ž·•M‚·


‚é‚±‚Æ‚Å“Š�e‹K’è‚É‰ˆ‚Á‚½Œ`Ž®‚Å


Ž·•M‚Å‚«‚Ü‚·


�D


 


 


ƒeƒ“ƒvƒŒ�[ƒg‚Ì�‘Ž®


 


‚±‚Ìƒeƒ“ƒvƒŒ�[ƒg‚Í


�C


•¶ŽšƒTƒCƒY


10.5


ƒ|ƒCƒ“ƒg


�C


1


�s


34


Žš


×35


�s‚É�Ý’è‚µ


‚Ä‚¢‚Ü‚·


�D


ƒtƒHƒ“ƒg‚Í


�C


“ú–{Œê�F


Ÿà–¾’©


�C


‰p�”Žš�F


Times New Roman


‚Æ�Ý


’è‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚·


�D


 


 


ƒeƒ“ƒvƒŒ�[ƒg‚ÌŽg—p•û–@


 


ƒ{ƒbƒNƒX“à‚É�u‘è–Ú�v


�C


�u�¬�ß�v


�C


�u˜_�l


–{‘Ì�v


�C


�uˆø—p�v


�C


�u•¶Œ£•\


�v‚ª‚ ‚è‚Ü


‚·‚Ì‚Å


�C


Ž·•M‚É•K—v‚ÈƒXƒ^ƒCƒ‹‚ð“K‹X‘I‘ð‚µ‚Ä‚­‚¾‚³‚¢


�D


 


 


’�Žß‚É‚Â‚¢‚Ä


 


’�‚Í�AŠeƒy�[ƒW‚É‹r’�‚Å•t‚µ‚Ä‚­‚¾‚³‚¢�B•¶––‹r’�‚©‚ç•Ï�X‚É‚È‚è‚Ü‚µ‚½


‚Ì‚Å‚²’�ˆÓ‚­‚¾‚³‚¢�B


�‘Ž��î•ñ‚Í


�C


•¶Œ£•\


‚É‚Ü‚Æ‚ß‚Ä‚­‚¾‚³‚¢


�D


—á


 


�i


1


�j


‚±‚ê‚ç‚Ì


ŽO�à


‚É


‘Î


‚·‚éƒoƒEƒ€ƒKƒ‹ƒeƒ“‚Ì


•]‰¿


‚É


ŠÖ


‚µ‚Ä‚Í


‘�ŽR


[2015] 


pp. 


41


–


49


‚ð


ŽQ�Æ


‚Ì‚±‚Æ


�B


 


 


•¶Œ£


•\


‚É‚Â‚¢‚Ä


 


•¶Œ£


‚Í˜_•¶‚Ì�ÅŒã


‚É‹L�Ú‚µ‚Ä‚­‚¾‚³‚¢


�D


 


—á


 


Johnson, R. N, 2003, 


“


Internal Reasons: Reply to Brady, van Roojen and Gert.


”, 


The Philosophical Quarterly 53, 573


-


580.


 


“ú–{


“NŠw‰ï


”­�s


�C


20


19


�C�w“NŠw


69


�†


�x�C


’m�ò�‘ŠÙ


�D


 


 


ˆÈ�ã


�C


–{ƒeƒ“ƒvƒŒ�[ƒg‚Ì�à–¾‚ð�I‚í‚è‚Ü‚·


�D


 




哲学の門：大学院生研究論集   1     タイトル   所属   名前   ? 採用後記入 箇所     テンプレートについて   このファイルは ， 日本哲学会 web 論集『哲学の門：大学院生研究論集』 に 投稿 する ため の Word 用テンプレートです ． このテンプレートには タイトル や本文 ， 文献表 ， それぞれの 書式が設定されており，書式を崩さ ずに 執筆す ることで投稿規定に沿った形式で 執筆できます ．     テンプレートの書式   このテンプレートは ， 文字サイズ 10.5 ポイント ， 1 行 34 字 ×35 行に設定し ています ． フォントは ， 日本語： 游明朝 ， 英数字： Times New Roman と設 定しています ．     テンプレートの使用方法   ボックス内に「題目」 ， 「小節」 ， 「論考 本体」 ， 「引用」 ， 「文献表 」がありま すので ， 執筆に必要なスタイルを適宜選択してください ．     注釈について   注は、各ページに脚注で付してください。文末脚注から変更になりました のでご注意ください。 書誌情報は ， 文献表 にまとめてください ． 例   （ 1 ） これらの 三説 に 対 するバウムガルテンの 評価 に 関 しては 増山 [2015]  pp.  41 – 49 を 参照 のこと 。     文献 表 について   文献 は論文の最後 に記載してください ．   例   Johnson, R. N, 2003,  “ Internal Reasons: Reply to Brady, van Roojen and Gert. ”,  The Philosophical Quarterly 53, 573 - 580.   日本 哲学会 発行 ， 20 19 ，『哲学 69 号 』， 知泉書館 ．     以上 ， 本テンプレートの説明を終わります ．  

